












































IPテストを年に２回 (６月､ 12月) 実施している｡
テスト結果を見ると､ 回を追うごとに総合得点は伸
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文法､ 読解に関しては､ 文法､ 文学､ メディア英語











｢読む｣ 作業をどう扱うか､ またその ｢読み｣ をど
のように確認していくかなど､ 検討すべき要素は残
るが､ 読みの絶対量を増やす方法として､ 近年実践


































まず､ 既習の語彙､ 文法の定着である｡ 多量の英
語に触れることで､ これまで学んだ語彙や文法知識
に繰り返し出会い､ 様々な文脈のなかでそれらの知
識を活用し､ 身につけることができる｡ また､ 無意
識的で反射的な理解が可能になり､ 速読力が養成さ




























































卒業プロジェクト ｢多読ゼミ｣ で､ もう一つは竹森､
ラング､ 小玉の共同実施による１年生の課外活動と




使用した100問のクローズテストは､ FVR: Free V




















竹森徹士 小玉容子 ラングクリス：多読・多聴による英語力向上を目指して － 49 －
前期のスタート時に､ Beniko MasonのFVR: Free







は ｢とてもそう思う｣ から１の ｢まったくそう思わ
ない｣ までである｡
①本を読むのに抵抗がなくなった
５ ４ ３ ２ １
②本以外でも (新聞､ 教科書､ 問題集など) 英語
で書かれた文章を読むのに抵抗がなくなった
５ ４ ３ ２ １
③英語を読むスピードが速くなった気がする
５ ４ ３ ２ １
④本を読むのが楽しくなった
５ ４ ３ ２ １
⑤語彙が増えた気がする
５ ４ ３ ２ １
⑥リーディングの実力がついた気がする
５ ４ ３ ２ １
⑦文法力がついた気がする
５ ４ ３ ２ １
⑧これからも続けていけそう
５ ４ ３ ２ １
⑨他の人にも多読をすすめたい
５ ４ ３ ２ １
⑩読書のペース (一日に１時間程度) はちょうど
よい
５ ４ ３ ２ １
⑪本の難易度はちょうどよい
５ ４ ３ ２ １
⑫本の種類が豊富だと思う
５ ４ ３ ２ １
⑬本の数は十分だと思う
５ ４ ３ ２ １
その結果､ 特に高い指数を示したのは①､ ④､ ⑤､































合計ページ数 １日の平均ペ ー ジ 数 合計ページ数
１日の平均
ペ ー ジ 数 合計ページ数
１日の平均
ペ ー ジ 数
A 2160 30.86 830 16.27 359 27.62
B 1224 17.49 196 3.84 98 7.54
C 1402 20.03 699 13.71 281 21.62
D 1514 21.63 195 3.82 182 14.00








































いう数値は､ 学生に配布した 『読書記録手帳』 冒頭




















ては､ 考察の余地がある｡ 加えて､ TOEICなどの資
格試験との関係､ 適切な英語力の評価法についての
整理も必要である｡















竹森徹士 小玉容子 ラングクリス：多読・多聴による英語力向上を目指して － 51 －
すべき文法の知識が定着していないことを問題点
としている｡








あるいはBeniko Mason, FVR: Free Voluntary
Reading and Fairy/Folk Tale Listeningを参照｡
４ リチャード・R・デイ､ ジュリアン・バンフォー
ド 22｡
５ 酒井邦秀 『さよなら英文法！』 204-5に簡潔な
説明がある｡
６ 酒井邦秀 『さよなら英文法！』 228-44｡
７ 酒井邦秀 『快読100万語！』 181｡
８ リチャード・R・デイ､ ジュリアン・バンフォー
ド 7｡
９ 例えば､ 豊田高専の 『｢多読・多聴研究会｣ 資
料』 に収録されている実践報告を参照｡
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